
100のQuestion & Answerで

みるみるわかる！ エコーが読める！

動画でチェック！

乳腺エコー
チェックシート



Answerについて

乳房超音波診断ガイドライン改訂第3版の所見用語を表記しています。
腫瘤と非腫瘤の所見用語が列記されているため，各項目をすべて選択できない
こともあります。また，最も適切と考えられる候補をAnswerとしているた
め，解釈によっては他の選択肢も考えられる場合もあります。
その場合には，乳房超音波診断ガイドライン改訂第3版（南江堂，2014年
刊行）の所見用語の解説を参考にしてください。

チェックシートに □ を入れて，
カテゴリー，推定組織型を記入してみましょう。

チェックシートのダウンロードサービスについて

ログインページよりダウンロードができます。
ぜひご活用ください。
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□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変
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□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型

8

012

011



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型

9

014

013



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型

10

016

015



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型

11

017

018



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型

12

020

019



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型

13

022

021



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型

14
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023



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型

15

025

026



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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028



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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029



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型

19

033

034



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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036



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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037



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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045



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型

37

070

069



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型

42
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079



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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082



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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085



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型

46

088

087



A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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A

A

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

□ 所見なしあるいは正常乳腺
□ 腫瘤性病変

エコーパターン
　　□嚢胞性
　　□混合性
　　□充実性

□無エコー　□内部エコー（＋）
□急峻・有茎性　□なだらか・広基性　□液面形成あり

形状 □円形　□楕円形　□分葉形　□多角形　□不整形
境界 □明瞭平滑	 □明瞭粗ぞう	 □不明瞭	 □評価困難	 □境界部高エコー像あり
内部エコーレベル □高　□等　□低　□無
内部エコーの均質性 □均質　□不均質
後方エコー □増強　□不変　□減衰　□消失
随伴所見 □乳腺境界線の断裂　□構築の乱れ　□管状構造物　□点状高エコー

□粗大高エコー　□クーパー靱帯の肥厚　□浮腫　□皮膚の肥厚・牽引
□ 非腫瘤性病変

分布 □両側性　□多発性　□散在性　□区域性　□局所性　□集蔟性
□ 乳管の拡張 □充実性エコー　□流動性エコー　□点状高エコー　□線状高エコー　

□乳管壁の肥厚　□乳管内腔の広狭不整
□ 乳腺内の低エコー域 □斑状低エコー域　□地図状低エコー域　□境界不明瞭な低エコー域
□ 構築の乱れ
□ 多発小嚢胞
□ 点状高エコーを主体とする病変

カテゴリー  C- memo

推定組織型

カテゴリー  C- memo

推定組織型
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